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アメリカで始まったeヘルスの潮流　

日本でも医療分野におけるIT（情報

技術）利用が進んできた。インターネッ

トの普及がめざましいアメリカでは、医

療分野のIT利用がここ2、3年急速に進

んでいるが、eコマース、eビジネスの延

長で“eヘルス”なる用語が使われるよう

になってきた。ここでeヘルスという言葉

を説明しておくと、向こうではヘルス、

すなわちヘルスケアは、医療（メディカル）

から健康管理（ヘルスケア）までの広い

範囲を包括するものであり、したがって、

eヘルスは狭義ではインターネットなどの

情報ネットワークを利用して、医療や健

康にかかわる情報やサービスを患者・消

費者に提供することを指す。そして最近

では、日常の医療において、患者、病院、

保険会社の間で交換される事務処理情報

が電子データとして扱われるようになり、

一 部 は電 子 決 済 も含 めたいわゆる

EDI（Electlonic Data Interchange）

に発展し始めていて、こうした領域まで

eヘルスと捉える見方も出ている。

今、アメリカではこのeヘルスの普及に

よって医療提供の仕組みが大きく変わり

始めている。具体的なイメージで紹介す

ると、今日、アメリカの患者・市民らの

医療消費者（eヘルスコンシューマーとも

呼ばれる）は、インターネットで日常的

に病気や薬、健康管理に関する情報を得

ながら、ドクターにかかる時は、あらか

じめインターネットで医師の専門や得意

分野を調べ、電話で予約するのと同じよ

うにウェブサイトやeメールで予約をして

から病院に行く。薬のオーダーも、薬局

の店頭、郵送以外にインターネットのオ

ンライン薬局で注文をして薬を入手する

ことができる。すなわち、eヘルスにおい

ては、病気や薬に関する情報を得たり

（content）、薬や家庭日用品をオンライ

ンで注文したり （commerce）、同じ患

者仲間とのやりとりを通じて交流を深め

たり（community）、さらにはかかりつ

けのドクターから治療のアドバイスを受け

たりする（care）、いわゆる“4つのC”

と呼ばれる多様なサービスが供されるよう

になり、従来にないヘルスケアサービスの

かたちが出現している。

eヘルスの多様な担い手

これらのサービスを提供する主体も民間

の営利企業から非営利組織まで多様であ

る。 病 気 の一 般 情 報 については、

MEDLINEをはじめ大学、研究機関など

の公的な医学情報のデータベースが充実

していて多くは無料で利用できる。また

民間のeヘルス企業が、一般、医療者双

方に向けて専門性の高い情報を提供する

サービスを行っている。薬の効果や副作

用に関しては、オンライン薬局のサイトか

らリンクされた薬剤データベースが検索利

用できる。同じ薬剤成分の薬の価格を比

較し、安価な薬を調べ出すことも可能だ。

こうしたサービスを複合的に組み合わ

せて提供するポータルサイトも登場してい

る。ここでは情報提供だけでなく、ディ

スカッションルームを用意して、患者同

士、また専門家も参加し、一種の医療コ

ミュニティーのような仮想場ができあがっ

ている。患者、病院、保険会社、さらに

はこれらの間に介在する第4の組織・機

関も登場し、有料・無料の多様なサービ

スメニューを提供しながら、eヘルスの担

い手になろうとしている。

その一部はeヘルスビジネスとみること

もできるが、営利を超えた社会的な医療

支援システムとして機能し始めている側

面もあって興味深い。この領域には次々

とベンチャーが登場し、新サービスの提

供をめぐり激しい競争を繰り広げており、

合併・淘汰のトピックも絶えないようだ。

医療系ポータルのトップであるWebMD

社 は、ソフトバンクの出資を受け

て昨年日本に進出、2001年3月より医師

向けサービスを開始した。夏からは一般

向けのサービスも始める予定だ。

日本でもeヘルスが始動

日本でもeヘルスの始動に向けて、医

療情報や医療機関情報の提供を中心にし

たサービスが開始されている。MEDWEB

は、20万件にのぼる全国の医療

機関のデータベースを作り、所在地や診

療科目から検索したり、夜間救急病院を

探し出せる無料サービスを提供している。

またインターネットから病院の受診予約

ができるASP（アプリケーションサービ

スプロバイダー）のサービスを始めている。

メ デ ィ カ ル サ テ ラ イ ト の Web

Doctorのサイト では、医療機関

の検索サービスに加えて病気や薬に関す

る情報が提供されている。一方、自治体

では大阪府が3月末から始めた「医療機

関情報システム」 を使い、府内

の1万3000件以上の診療所、病院に関す

る情報がウェブサイト上で検索できる。

わが国では、医療法の広告規制があり、

病医院からの情報提供が制限されていて、

患者が医療機関を選択する際に必要な情

報が入手しにくい事情がある。インター

ネットは規制対象外なので、医療機関に

とっては、広告的機能をもつ自院のウェ

ブサイトの公開が加速度的に進んでいる。

医療機関やウェブサイトの検索サービス

は代表的なメニューになっているが、今

後、いかに利用者が求める有用な情報や

サービスが提供できるようになるかが課題

となろう。

（三谷博明　日本インターネット医療協議会事務局長）

米国に始まり日本でも動き始めた“eヘルス”
医療機関や医療情報の提供、受診予約など
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